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で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
小
ぶ
り
で
赤
み
の
あ

る
花
を
咲
か
せ
、
開
花
時
に
は
公
園
一
帯
が
淡

い
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
「
天
下
第
一
の
桜
」
に
ふ

さ
わ
し
い
光
景
で
す
。
ま
た
、
夜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
の
幻
想
的
な
美
し
さ
も
忘
れ

難
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

伊
那
市
内
に
は
「
高
遠
城
址
公
園
」
の
ほ
か

に
「
三
峰
川
桜
堤
防
」、「
春
日
公
園
」、「
花
の

丘
公
園
」、「
勝
間
の
し
だ
れ
桜
」
な
ど
桜
の
名

所
が
あ
り
ま
す
。

　
◆
信
州
そ
ば
発
祥
の
地
　【
伊
那
市
】

　

奈
良
時
代
の
初
め
、
修
験
道
の
開
祖
「
役
小

角
」
は
荒
行
の
聖
地
で
あ
る
駒
ヶ
岳
を
目
指
し

ま
し
た
。
途
中
、
伊
那
の
内
の
萱
で
村
人
た
ち

に
温
か
く
も
て
な
さ
れ
た
役
小
角
は
、
お
礼
と

し
て
厳
し
い
気
候
条
件
で
も
栽
培
で
き
、
栄
養

価
の
高
い
「
そ
ば
の
実
」
を
村
人
た
ち
に
贈
り

ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
、
こ
の
そ
ば
を
大
切
に

育
て
、
や
が
て
信
州
全
体
に
広
が
り
、
以
来
、

内
の
萱
は
信
州
そ
ば
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
今

で
も
毎
年
十
月
に
は
「
行
者
そ
ば
祭
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
行
者
そ
ば
は
、
地
粉
で

打
っ
た
手
打
ち
そ
ば
を
、
大
根
お
ろ
し
の
汁
に

焼
き
味
噌
を
溶
き
入
れ
た
「
辛
つ
ゆ
」
で
食
べ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

役
小
角
の
時
代
か
ら
九
百
年
の
時
を
経
た
江

戸
時
代
の
初
め
、
高
遠
藩
主
の
保
科
正
之
は
辛

味
大
根
と
焼
き
味
噌
で
食
べ
る
蕎
麦
切
り
を
高

遠
藩
の
お
も
て
な
し
料
理
と
し
、
将
軍
に
も
献

上
し
て
い
ま
し
た
。
殿
様
も
庶
民
も
愛
で
た

「
高
遠
そ
ば
」
は
、
後
に
会
津
藩
の
「
藩
祖
」

と
な
っ
た
保
科
正
之
に
よ
っ
て
、
福
島
県
各
地

に
「
高
遠
蕎
麦
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
日
本
の

名
蕎
麦
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
遠
城
址
で
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
秋
祭
り

で
は
、
復
活
し
た
辛
味
大
根
と
と
も
に
新
そ
ば

が
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
点
在
す
る
そ

ば
処
で
は
、
い
つ
で
も
地
粉
で
打
っ
た
そ
ば
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

癒
し
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
【
ゼ
ロ
磁
場
　
分

杭
峠
（
ぶ
ん
ぐ
い
と
う
げ
）
】

　

日
本
最
大
の
断
層
「
中
央
構
造
線
」
が
縦
貫

す
る
分
杭
峠
は
、
ゼ
ロ
磁
場
と
し
て
も
近
年
有

名
と
な
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ロ
磁
場
と
は
、
中
国
の
気
功
師
、
張
志
祥

氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
場
所
で
、「
人
が
幸
せ

に
な
れ
る
場
所
」
と
も
い
わ
れ
、
心
身
の
癒
し

を
求
め
訪
れ
る
方
が
多
く
、
ガ
ン
、
腰
痛
、
膝

痛
、
肩
こ
り
、
頭
痛
や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
治

癒
効
果
（
個
人
の
意
見
と
し
て
）
が
あ
る
と
評

判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地

　
（
高
遠
城
址
公
園
） 

長
野
県
伊
那
市
高
遠
町

　
（
分
杭
峠
）
長
野
県
伊
那
市
長
谷

ア
ク
セ
ス

　
（
高
遠
城
址
公
園
）

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　
　

�

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
伊
那
市
駅
下
車
、
バ
ス
高
遠

駅　

約
二
五
分
、
徒
歩
約
一
五
分

　
［
自
家
用
車
］

　
　

中
央
自
動
車
道
伊
那
Ｉ
Ｃ
よ
り
約
三
十
分

　
（
分
杭
峠
）

　
［
公
共
交
通
機
関
］

   　

�

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
伊
那
市
駅
下
車
、
バ
ス
高
遠

駅　

約
二
五
分
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
約
十
五

分

　
［
自
家
用
車
］

　
　

中
央
自
動
車
道
伊
那
Ｉ
Ｃ
よ
り

　
　

約
四
十
分
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
約
十
五
分

　

写
真
提
供
：
伊
那
市
観
光
協
会

◆
天
下
第
一
の
桜
　【
高
遠
城
址
公
園
】

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）、
廃
藩
置
県
と

な
り
翌
五
年
、
高
遠
城
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
城
址
は
公
園
と
な
り
ま
し
た
が
、

管
理
す
る
者
も
な
く
荒
れ
る
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
見
か
ね
た
旧
藩
士
た
ち
が
、
明
治
八

年
に
、
馬
場
の
桜
を
城
跡
に
移
植
し
た
の
が
、

現
在
の
桜
の
名
所
「
高
遠
城
址
公
園
」
の
始
ま

り
で
す
。

　

か
つ
て
馬
の
姿
が
沢
山
の
桜
の
花
に
隠
れ
た

と
い
う
高
遠
藩
の
桜
の
馬
場
。
そ
の
在
り
し
日

の
姿
を
再
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
約
千
五
百
本

以
上
の
桜
が
見
ら
れ
、
古
く
か
ら
「
天
下
第
一

の
桜
」
と
称
さ
れ
て
全
国
的
に
有
名
で
、「
さ

く
ら
名
所
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

高
遠
の
桜
は
、
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ 高遠桜

高遠夜桜

分杭峠

高遠そば


